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近年.地球規模で起こる環境間送やエネルギー問

題への懸念から ｢資源｣の利用 ･笥型のありようが

注目され.特に現状分析を行っている環境経済学や

環境社会学といった分野では多くの研究成果が残さ

れている｡こうした方面からの ｢資源｣利用 管理

の歴史的過程への関心が高まる中.歴史研究におい

ても ｢資源｣を対象とする研究の盃野性は再畝旅さ

れている｡ただ,多様な種類や性質を有する｢資源｣

を対象とした研究は.多岐の分野に及んでいること

からも 鑑括的にまとめられた研究は少ない｡そこ

で本稿では 近現代日本を対象とする ｢資源｣利

用 管理の歴史研究の動向を特に経済史研究を対象

として,｢資源｣の特字引こあわせて整理する｡加えて

今後の ｢資源｣利用 管理をめぐる歴史研究の課題

についでも雄示していきたい｡

l ｢葉源｣へのまなざし

｢資源｣とは 国語辞典によれば ｢生産活動のもと

になる物質.水九 労働力などの絵称｣1),または

｢産業の材料 .原料として見た地下の鉱物.山林,水

産:臥 水力などの類｣2)と定義される｡両者の共通点

は,生産活動に関わる人的なものから水.森林と

いった幅広いモノを想定している点である｡いいか

えるならば.｢資源｣とは.人々の儲みを支える存在

であり.かつそれが自然に存在し.人がつくりだす

ことができないものととらえることができるだろ

高 柳 友 彦

う3)｡｢資源｣は それぞれの特性の違いからさまざ

まな形で分類されているQたとえば r資源｣の自律

的なEI復可能性を基準にすれば.枯渇性資7符と再生

可能資源の2つに大別することができる4㌧ 前者は.

石炭,金属といった鉱物資源,後者は水 森林 撫

場 温泉.大気 土地などがあげられる｡両者の ｢資

源｣は.個々の特性によってその利用 管理のあり

方が異なるだけでなく.｢資源｣をめぐる吉浜給の内容

にも通いが生じている｡枯渇性資源である石炭 石

油 金属資源は 原料 エネルギー源としての側面

が重視されるため,開発主体の展開に譲詮が集中し

｢資源｣管理の側面については.公害に上る汚染間組

など他の資源とのrAl係の範EEl内でのみ談論が行われ

る｡一方 水や森林といっT=再生可能資源札 地域

住民の生活や生業と密接に結びつくため 資源の持

続的な管理 (保全)のありようが東雲な笛点となる｡

個々に異なる特性を有する ｢資源｣研究は 地域を

対象とした研究や個々の r架源｣利用に限定され.

米なる ｢資源｣朋の関わりや全体をとらえた ｢資帝｣

研究はほとんど行われることはなかったのである｡

この点,佐藤仁は.総合的な ｢資源｣研究や ｢資

源常｣が日本において展開しなかった理由について

｢資源｣の絶食の歴史的系相や ｢資源｣をめぐる首説

の変遷など.｢架源J旺軌の歴史的変遷から明らかに

している5)｡現在 日本においてResourceの訳語

として使用されている r軒 旋｣は,明治期の英語辞

軌 二は記載されず定着した青葉ではなかった6).用

槽としての本格的な利用は.政帝や軍関係者が国内

における資源不足を意地するようになる戟間期以降

であり.鐘萌統制が始まる1937年以降.産粟の媒科

や資材を意味する音楽としてモノから人間までを幅

広く ｢資源｣としてとらえていくこととなった7)｡

加世紀以降 政策立案者やエリート屑がEl本を r資
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源J不足の国 (≡ ｢資源｣を r持たぎる国｣) として

監托した1=め ｢資源Jは主に原料 ･エネルギー源を

意味する青葉となったとされる｡敗戦直後の一時ガJ

を除いて この姿務不足に基づく ｢持たぎる国｣と

いう取払や快食 は.高度捷前成長期においでより支

配的な官晩として侍られ 以後の資瀬枚簾にも大き

なP を及ぼした｡事実,水や森林といった再生可

能資源についても.挿長的な管理よりも 工手現品

の澱舟やt力のエネルギーi5.としての利用 ･夙発の

伸面がi祝され.国土併発計舌に基づいて水力発屯

や森林開発が各地で行われたのである8)｡

r斉非｣が皮科やエネルギーiGを意味する青葉と

して定着したことは ｢資源｣をめぐる歴史研究にも

影書を与えた｡近代以降のE]本の軽済発展 (=工案

化)や生産力の拡大に不可欠な原料 エネルギー瀬

の開発への歴史的関心が捕まり.r賛意｣開発の月面

に放書が*中することとなったのである｡一方で

地域住民による水や森林といった再生可能資源の持

技的な利用など.r資源Jの管理や保全への関心は後

果に退いてしまった｡そこで.以下では ｢資源｣ご

とに分断された歴史研究の中で.まず.原料 エネ

ルギ-瀕の側面から見た ｢資源Jの歴史研究につい

て 次に ｢資源｣の管理 保全をめぐる歴史研先の

展榊についてARに梢介していこう｡

Ⅱ r資源｣利用研究

- 原料 エネルギー源開発の視点-

経涜発展と密接な関わりを持つ麻科 エネルギ-

源としての ｢契源｣研究は.これまで石炭や金属な

ど鉱物資源開発を対魚として数多く進められてきた｡

まず.近代日本における鉱物資源研究の代表的な研

究として隅谷三羊男 rE本石炭産乗分析Jがあげら

れる9)｡rq書は.壷薬史の方法詮を用いて.近代EI

本の石炭産粟における資本制企粟の生成と展開過程

を日本賛本主兼の形成 発展との関わりから明らか

にした研究である10)｡工場や鉄道のエネルギ-源

鉄iI兼における飲料としてとらえられた石炭がどの

1うに開発されたのか 炭鉱企薬による労点過程や

運瀬過程への取りALみによって.拡大する石炭書要

に対応 したことを明らかにしている1.)｡r資源Jの

エネJL,ギー滋としての満面を玉祝し.エネルギ一問
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増そのものに取り組んだ研究としては.1970年代に

発車された社会軽済史学会好 rエネルギーと軽輯発

展Jや近年の楢川武郎と小堀聡の研究があげられる｡

これらは.r資源｣開発に注Elするのではなく.撞萌

砧血やエ兼化にIEJFAである rエネルギー｣そのもの

に任Eしている点が特鼓である｡rエネルギ-と軽

誘発泉Jでは,近代以粋の軽済発展の過程で 石炭

など新たなエネルギ-濃の登租がE]本の善幸発展に

どのような形書を与えたのかを,動力化の道程や石

炭市4,の拡大 といった事例に上って紹介 してい

る12)｡胤 IEが.rエネルギ-｣を作 り出す電力産乗

の形成 展開iL榎を明らかにしている一万13).小鬼

は世々の森井のエネルギー同姓に着EIL 較間期か

ら7年度拝済成長期にいたる省エネ技術の普及や石炭

から石油へのエネルギー転換のia程などェネルギー

締約の文腹の中で.r資源｣節約のあり上うを明らか

にしてい る )4).

また.鉱物資i#に限らず再生可能資源を度 札 エ

ネルギー源として把収した研究も敦多く見られる｡

森林常滑を原舟の視点でとらえ 木材の利用 朋希

の展開を敬った研究や15).原料 エネルギー源とし

てだけでなく.農地や鉱物資源を含めた ｢幣源｣を

天然資源ととらえ 日本経済の発展と資源閉域の関

わりを考耕した研究もあげられる16)｡これら経済

史研究と密篠に鵜びつき展開された ｢資源｣研究で

は.r資源｣の効率的な利用の依点から経祷発展との

関わりが態じられていT=ため 開発を展開する企業

の動向 (部品生産や企燕活動の発展)に主な挽卓が

集中した｡

一方で 公害関税が社会間畦として操在化 し1=

1960年代稜半以降.資源開発が自炊環境や生態系の

破端I=加え.人朋の生命をも骨かすことが明らかと

なった｡水俣柄など四大公害病の被害が多くの人々

に改姓され 公省間層の歴史的起因についての関心

が高まった｡乗 取 明治期の足尾新山鉱車事件をは

じめとする四大iRlJJ鉱毒 漢音事件の歴史的意義を

明らかにした研究や第一次大戦期以降.涙刻化する

炭JZ:での鉱巷間亜 萄市爺における工租の焦建IJと

の公客間JLを対糸とする研究が進展 した17)｡経済

史研究では.原料やエネルギー源.としで ｢資源｣を

とらえることをよ親 したため.r紫波｣利用 開発に



伴う ｢負の側面｣を見失ってしまったのである｡た

ど.近年 地球規模で深刻化する環境間規が注目さ

礼.開発と ｢自然環境｣との紳和が絶唱されるよう

になった影野から.経済史研究においても.企業行

動と ｢王I境｣との関わりに焦古をあてた研究も行わ

れている｡たとえば.明治期の製糸業や産耕薬を対

象とした杉山伸也 山田臭の研究や岡田有功の研究

は エネルギ-源としての ｢資源｣の代替性に着目

している.ここでは.木材 薪炭利用が地域の森林

環境を脅かす一方 石炭などへの架源代替や新たな

技術導入によって対応したことで,自然環境の制約

の中で個々の産業が発展を遂げた様相が明らかにさ

れている18)｡このように.r資源｣を原料 エネJレ

ギー源として単に開発し利用する視点から.｢環境｣

との関わりが重視され 持萩的な ｢資源｣の管理 ･

保全への帆心が高まるようになったのである｡

Ⅲ r資源｣管理研究の展開

- ｢t覇辛｣r所有J とのndわり-

持続的な利用が可能な資源としては.先に箱介し

た再生可能資7汐である水 林野 (森林),漁場 大気

土地などがあげられる｡個々の資源の特性によって.

細かく分類することができるが.ここでは,｢資源｣

管理の側面を免祝し.主に.水と林野の利用を中心

にとりあげていきたい19)C

水 (温泉も含む)や林野は 人々の生活や生業に

欠かせない ｢資源｣である｡これら再生可能資源は.

相互に強いr対連性を持つ (たとえば,林野の伐採が

水の商連捜能を低下させるなど)と同時に 地域住

民から構成される利用者らによって利用 管理が行

われるため.地域社会の社会関係と'密接な関わりを

持っている.したがって.｢資瀕｣の管理 保全に関

わる研究では.人とモノとの帆係のみならず.さま

ざまな r資腺｣をAIじた人と人の関係 (-地域の社

会関係に基づく利用者間の関係)に焦点をあてるこ

とが可能となる｡莫際 農薬生産に不可欠な｢資源｣

であった水や林野は,農相における土地利用や土地

問題との関わりの中でとらえられていた｡法社会学

や法制史の分野では.戦前期の東弘厳太郎や液能通

草らの研究に代表されるように.現実の切迫した農

村問題と深く関わるLl】で.農村生活に必須な弥港有

林野の東雲性に注目していた20㌔ 高度経済成長期

以降,屋村社会の変容に伴い その社会を基碇づけ

ていた土地利用や農菓生産に付随する水利や入会利

用のありようも大きく変化した｡この点.法社会学

学者の川島武宜らは.入会権とその利用形態の解体

という事象に注目している21)｡Jl鳩 らの謙論では.

大塚久雄 r共同体の基礎埋没.Jの影響を強く受け.
｢資源｣利用における共同体規制の存在に潜目し.近
代以前まで資源利用を秩序づけていた共同体的秩序

が近代以降 ｢近代的土地所有格｣を前横とする私的

土地所有の確立によって解体されたことを歴史的に

明らかにしている22)｡隣接分野で進展 した農村に

おける ｢架源J利用 管理の歴史研究は 1980年代

以降.村諸研究の研究者らによって本格化した｡そ

れまで.農村社会における土地rL.1鎧は 各地域の軽

萌構造や土地所有鯛係に基づき類型化された地帯構

造希を前提とした研究が皇紀で 地主小作関係の変

容や地主資金の資本転化といった資本主梶と地主刑

との関わり (戦dJ期の日本農業の構造的問題)に焦

古があてられていた23)｡結果 農村社会における部

落の機能など.村落社会秩序への関心は低く 付随

的な林野や水利などの r賢減｣利用は注目されな

かったのである｡

農村社会における土地管理秩序としての部落の横

距に注目し.近代以降の農村における水利や入会利

用を りち同体｣との関係で明らかにした研究として

安孫子傍らの研究があげられる24)｡安孫子らは 村

落が持つ機能.地主の土地支配 国家改発の三者の

阻わり合いから,土地菅埋 利用秩序のありようを

分析している｡そこでは,村許による土地管理横能

(=資源利用における部落の緒機能)が明治以降の

近代的な耕地支配関係の中で.その撫能を失い 行

政組漁がそれを代替したことが明らかにされた25)｡

また 土地や水利利用の r地域的公共関係｣を適し

て 地域社会の自然村と行政村との歴史的変適を明

らかにした研究として 大石寡一郎 酉EEI矢口rl絹

r近代8本の行政机 があげられる26)｡大石らは.

町村制施行時から戦前期を通じて.村落が持ってい

た公共的機能が.進展する地方自治制度との関わり

の中で徐々に弛緩し.部落の ｢行政村化｣が進展し

ていくことを 水利をめぐる自然村の対立などを中
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例に明らかにしているO

このように.農村社会を対象とした ｢資源J利

用 管理研究は 村落共同体が持っていた,｢資源｣

管理機能 (=土地利用管理秩序)の変化 再崩のあ

りようを明らかにしてきた｡ただ 近代以降の再生

可能資源の利用 管掛 ま.部落内や部落間 (-1つ

の行敢村内)での社会関係にととまらず 広範囲か

つ多様な主体によっで構成されるようになった古を

見逃してほならないだろう｡それは特に.近代以降

の農薬水利開発などの水資源利用において問題とな

る｡この点.日本の水利閉場を包括的に分析した研

究として玉城哲ほか編 r水利の社会構造Jがあげら

れる27)｡同軌 ま 農業の韮盤である稚拙技術とその

担い手 親株に注ElL.水利をめぐる各主体閥の対

立の様相を明らかにしている｡近代以降.河川の水

資源は,地域内での農業水利利用だけでなく.工業

化に伴う工業用水や電源開発.都市の生活用水など

への利用が求められた29㌧ 加えて ｢河川法Jに

よって創隈された水利棟の存在によって,近世から

の歴史を有する農業水利の恨行 (恨行水利権)は

近代企業や都市の利害に大きく影響を受けるように

なったのである｡また 同一の資7府をめぐる分配の

対立だけでなく.個々の ｢資源｣が企業活動に利用

されることで,鼻なる資源閥の利用 管理をめぐる

対立も深刻な問題となった｡この古.筆者は 産業

化の進展に伴う石炭資源開発によって温泉焚書原が沌

少した事例から.温泉を利用する地域住民と鉱山企

薬との対立や紛争のありようを分析し 住民の生活

に欠かせない ｢資源J利用が企菜の論理に強いられ

変容したことを明らかにしている29)｡近代以降の

｢資源｣利用 管理は.村落大同体内の階屈性に基づ

いた社会関係に加え.常滑開発を行う｢企業｣や｢都

市｣｢農村｣間のrW係など さまざまな利害l昭係者間

で調並を行い.かつ互いの関係を構築していく必要

があったのである｡

｢企菜｣と地域住民など結利率に関わる利用者間

の ｢資塘｣利用の対立は.経済活動の進展に伴う｢資

源｣の経済的価値の高まりだけでなく.資本主我経

7削こ適合的な ｢所有｣梅が創設された杉轡も大き

かった｡実際 企業側が水利権や鉱菜摘を主張する

など.互いの ｢所有｣権が対立するため.当事者間
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では解決がtfl杜な問題であった｡そこで.実際に対

立を処理し.調義する主体として ｢匡l家｣の役割が

重要となる｡ただ,｢国家｣は.企業が持つ ｢権利｣

を創設した当事者であると同時に.自ら地域住民の

｢資源｣利用 管理に介入する開発主体にもなる｡一

方で.｢匡】家｣は,住民の資源利用を脅かすだけでな

く 住民の ｢権 利｣を保障する主体ともなりうる｡

｢資源｣開発の取り締まりや鋭利を行う｢匡】象｣の托

側面にも注甘するなど.多様な側面を有する｢国家｣

の役割をどのように位置づけるのかが五要であろ

う30)｡
そこで 新たな ｢所有｣種概念が創設された明治

維新以降の托政衆 具体的には 近世近代移行糊に

おける制度変化に注BL,｢国家Jが新たに付与した

｢近代的土地所有権｣が.近現代日本における ｢資

源｣利用 管理の特質にどのような影野を与えたの

か.加えてその変化の過程で ｢匡】家｣が果たした役

割について明らかにすることが 必軍であろう31)｡

ここで.近世逝代移行期における土地.資源利用

秩序の変容過程を概観 しておこう｡近ILrの土地所

有 利用秩序は,領主との関係では村的制のもと.

村落の自律性を保ちながら維持されていた特徴を持

つ32)｡林野利用は.耕地の農業生産のための水利や

資材供給横能を有するため.耕地の土地利用と同様

相の間接的共同所持によって利用が秩序づけちれて

いた33)｡人々の生活に密掛 こ関わ･,ていた林野や

水利などの ｢資源｣は.人々の生業や生活を支える

目的のもと.村落共同体や領主的権力関係の中でそ

の利用が秩序づけられていたのである｡加えて.他

村や領主的権力との間で資源利用をめぐる対立や紛

争を抱えながらも.村落内での資源配分機能や資7婚

利用は維持されていた34)｡

しかし 地租改正に見られる維新政府による ｢国

家法｣の土地政策 (=私的土地所有を醒めた土地所

有権制度)の改革は それまでの ｢部落法｣に基づ

く利用慣行 (=近世期の村による土地所有 利用の

秩序)との間でずれを生じさせた35)｡法社会学者の

成能通草は.岩手県の小繋を事例に 入会慣行を聡

めようとしない土地所有者と林野利用に生活手段を

依存している農民等利用者との生存をかけた闘争の

過程を明らかにすると同時に 入会権をめぐる故判



の支援を行っている36)｡また 入会林野に限らず

人々の生活に密接に関わる資源利用の歴史的変遷を.

土地所有との関わりから包括的に明らかにした研究

として丹羽邦男 r土地問題の起軌 があげられる37)｡

丹羽は 維新政府によって斗入された ｢近代的土地

所有稚｣制度が,私的土地所有を確立させたことで

それまで有機的連関を維持していた土地利用や資源

利用を分断し38).住民による資源利用が大きく制約

をうけたことを明らかにしている.近世までの土地

利用横行の多くは,新たな土地制度によって否定さ

れ39),土地所有と利用との対立 (=近世期から耗く

利用秩序の慣行と私的土地所有との対抗)が新たな

開祖となった｡加えて.近世に共有資源として利用

されていた礁鳩 林野といった ｢資源｣は,国家に

よる統一的な杷樋によって秩序づけられようとし

た40㌔ 鉱物資塀の多くが国の管難 所右下に債かれ

るなど1]) 資浦の ｢所有｣のありようは.個々の資

源で異なった対応がとられるようになったのであるO

近現代日本における ｢資7原｣利用 管理のありよう

は ｢近代的土地所有権｣をはじめとする托制度の番

人によって分断されただけでなく.｢所有｣のありよ

うが呆なる様相を見せたといえる｡

以上のように 近世の地域社会の ｢資源｣利用秩

序が.近代以降いかなる変容をとげたのか 地域社

会の自律的な側面に常E]しながら ｢匡】家｣や ｢企

紫｣など他の主体との相互の関わり合いを含めて歴

史的変速を明らかにしていくことは 今後の｢資練｣

管理研究の大きな陳題だろう｡その際に,土地所有

権制度の画期となった地租改正の様相を具体的に明

らかにするとともに その後の資源利用をめぐる

｢梅利｣(所有権)の動向に焦古をあてていかなけれ

ばならない42)｡

こうした近世近代移行期の地域住民の ｢資源｣利

用 管理における ｢匡】家Jの存在と ｢所有｣のあり

ようを位慣づける作業は.近年盛んになりつつある

共有資漁としての ｢コモンズ｣研究への示唆も提供

することになる43)｡｢コモンズ｣研究では.｢公｣と

｢私｣に属さない ｢jt-的世界｣を並祝し,地域住民が

共同で行う ｢資源｣利用 管理の機能や役割を再評

価 している｡これらの評論では ｢共的世界｣におけ

る資源利用の積極的な側面を弘明するため.｢国家｣

の役割を軽視すると同時に これまで ｢共同体｣態

で謙常されていた共同体内における閉鎖性や階層性

を持つ集EEl内部問題や外部躯田に対する排他的な対

応を軽視するといった問退卓がある｡加えて 地域

住民による資源管理の重要性が認托されている現代

社会においでも,里山の開発やさまざまな開発計画

の背訳に 土地や資源をめぐる ｢所有｣のありよう.

つまり,近代以降創設された近代的土地 ｢所有｣格

が大きく彩管している｡

現突社会における ｢資源｣利用 管理の今後を見

通すためにも,｢巨像 Jとの関わりの中で,地域住民

の ｢姿順｣利用 管理のありようがどのような変化

をとげたのか.基底に存在する土地 資源の ｢所有｣

のありようを明らかにすることも必要だろう｡これ

らの作黄を通して.単に ｢資源｣を通した社会関係

を明らかにするだけでなく,現代社会における ｢所

有｣概念 (≡｢近代的土地所有棉｣の特質)を再検

肘するきっかけにもなると思われる｡このように.

歴史学の立場から.｢資源｣利用の歴史的変速を明ら

かにしていくことは 現実の ｢資源｣研究においで

も有意魂な作業であるとともに今後の重要な課筏と

なるだろう44)O

お わ り に

｢資源｣をめぐる歴史研究は 本箱で明らかにして

きたように.その特質ごとに分断され展開してきた.

2011年の原発事故以後 電力不足が懸念されるE]本

経済において 原料 エネルギー源としての ｢資源 ｣

が再び注EIされ 原子力に代わる地軌など自然エネ

ルギー利用への関心が高まっている.しかし 原

料 エネルギ-疎としての視点のみでは自然エわ レ

ギー利用においてもさまざまなPL,l憩が生じる｡たと

えば.注目されている地熱発布では 発電のため地

中深く掘削することによって,近隣での温泉減少を

招き 温泉利用者に大きな影響を与える可能性を持

つ｡新たな ｢資源｣手り用への関心が高まるqlで,｢資

源｣利用 管理の主体間の関係 (｢企業｣や ｢匡】家｣

といった撞済活動等で中心的な役割を果たす開発

利用主体も含む)は,現実間抱として兎要となって

いる｡分断的だった T資丁原｣研究は,利用 開発

管理のありようを含めた籍合的な ｢資源｣研究への

近現代E]本におけるTや汝J利用 管理の歴史研究(7K頼) 61



展開を求められているのである｡

1)薪打出JG r広拝礼 書6板.岩波書店.加 年.

2) 小芋烏Jg語群AJr生鮮I rE本国給大帝A- 和之

版-J2重 小学館 2CE6年｡

3)r吏汝｣を向tlfJ受兼として考えでいる研究として

日本村諸研究学会JBrtrらの資源を研究する-

フィーJL,ドからの発想- ∫A山漁村文化協会 2007年

などがあげられる｡

Ll)環境経帝 政策草食 r町境握済 政液学の基礎知

恥 有契相 2006年｡

5)佐藤仁 rr挿たぎる包｣の軒源乳 東京大学出版会

2011*.

6) 同上肴｡当時 席料を指す意味として r有源Jとい

う書兼が使われていた.

7) 岡上番E,

8) TT材敬意JG r隅梁の時m 開発の空q一一佐久仰ダ

ムと地域社会の羊世だ- 1東京大学出たi舎 狐 年｡

E]本の地域汎発のありようについてIiRtfI知弘 r日本

資本主我とA付円軌 法書文化牡 1989年.を♯Etl｡

9) IA谷三幸男 rE]本石よ蓋兼分析J岩波書店 1㈱ 年.

10) 左手史研究に用するgF先史並理は.武EEl村人r近代

の美幸と東本｣社会耗所史学会Jlr社会軽所史学の坪

規と展望J有斐朋 1解 をS照｡

ll) 何様fJ視点から 明治期にIl出品としてJi重な地

位を占わた網を対穀とした研究として武田時人 r日本

産捕集史｣繁文大草出版会 1987年 があげられる｡

)2) 社会擢頭史学会43rエネルギーと軽済発展J甫t-一本

文化協会 1974年.

13)楢川武郎 丁目本電力燕発展のダイナミズムJ名論崖

大学出版会 仙 年｡

14) 小堀聡 rEl本のエネルギー革命J名古屋大学出版会

2010*.

15)製鼓企兼や水耕補などの自然条件の制約の中での

木材yI速のあり上うそ明らかにし1=研究として 山口

明日香 r収骨期E]事の旋Ai兼における坑水I逮- 垂

井化と木材利用- Jr牡金種済史学J乃巷5号 珊

年 かあげられる｡また 暮災以Ftの木材利用の息相

については 山口由等 rl郷 年代のtti不況下のす市

化- 東京市の建蒸市鵜における姿itの分析から- J

r軽萌と牲詩学Jg6号.2002年｡

16)安租保舌 rEl半催市史lこおける資源-1∝0-1945

年- ｣r社会軽清史事J62巷3号 1僻 ｡控訴成長

論の立租から 19世紀から20世事己前半にいたるまでの

150年の期間を対象に日本任所における｢資ihJの往朝

とその意義を分析している｡

17)神岡浪子好 r近代日本の公啓一-資料｢ 薪人物往

62 歴 史学 研 兜 が893号

来社.1971年｡JiA仲子 rB木公古史研究ノ-ト(1)

-(5)Jr公菩研究J3毛3号-4巷4号.1g74-1975

年｡菅井亜鉢 ｢日本や木立Jtの公舌開局- 四大幻山

拡書 建育却件- (-)(=)JT社会井草GF究⊥第30

を4号 第6号 1979年.

18) 杉山伸也 山m鼻 rI糸車の発展と送料開襟一一逝

代書筋の環境妊前史- Jr社会軽済史学J65巷2号
1999年｡円田有功 ｢鉱Ll｣粥兎と地域現塊- 1880年代

における小坂銀山の技術と接骨を中心として- ｣r経

営史学J37巷1-E;.2W2年｡

19)脈拍.環境経済 枚喋学会 rgt嫌経済 政策学の基

礎知椎J｡厳密には 水や大丸 土地は環塊資源 林打

や魚介は生物資瀕として区別することができる｡

20) 東弘躾太郎 r農村法律間軌 改違牡 1924年｡戚能

通年 r入会の研究JEl本肝苫壮 1943年｡

21)州丘武宜rJJrJaft宜背作集 煎8雀 tl習法上のLt

判 IJ岩波書店 1弧 年 r同 第9を tE習法上の4t

判 2J岩波書店 19864.1lr丘 汝辺洋三 ib見放rZ

riL兵権の研丸 動羊書房 1964年.川島 渡辺 iN見

r大会社の解体J第1 羊2 ♯3 岩鼓書店 1959

19611鮎 年｡

22) 川島氏宜は 自らの積允において大坂久&の r井円

伴の基管理等-一哉済史JE■ZI熊手- 1(岩波書店

1955年)の形gを強く卦 ナていたことを温泉棟研究の

書出で述べている.r川島武宜晋作集 等9巷J6841-｡

筆者はA港温泉を書帥 こ 温丸の資源利用 (温泉柵の

把塊等)の歴史的変速について,川Aらの見解を批判

的lこ検証している｡拙括 r温泉地におけるi粁泉利用

- 戦前期熱海i&叔を事剛 こ- ｣r歴史と軽軌 191号.

2006年｡同 ｢地域社会における資材管理- 戦Itq期熱

漸且兵をZy例に- Jl社会撫済史軌 73巻1号 2∝17

年.

23) 小村政AIJr近代日本地主側史研軌 東京大学出版会

1979年｡社主桝B牛については 山や良三JFrシノポ

ゾウム日本塵史 JA主PJJ学生社 1974年 を宰照｡

24) 妥孫子収 r近代相称の三月'di沸立とその展同iL鹿 J

r村落社会研究J 策19集.L983年.同 ｢地主elTにおけ

る土地管畢 利用W ･をわぐる対抗粥保｣r村落tt会研

免J羊22A l̀娼6年.先Ji的な7E十として 中村曽冶

rE]本の打落共同体 (Jr訂)JEl事FF毛tt,1971年.な

ど.一連の研究があげられる｡

25) r梓* 共同肘 ま変わ･91=のかJ(r歴史評詮J435す

1986年)において 安孫子JI.牛山敬二 濃郵便房

大円正克,大島美津子がそれぞれ書じている｡またこ

の特典の捻招.安孫子への批判については,轟氏腰

｢｢共同体J盤の碓稚｣r歴史辞飴▲440号 1986年.を

歩88のこと｡近代以降の共同体飴に関して,近世史研



究者の立塊から詮評した旨文として.渡辺尚志 ｢El本

近世村落史からみた大様共同俸給｣小野壕知二 沼尻

晃仲iZi箸 r大嶺久雄 ｢共同体の基礎理歯Jを現み直す▲
日本軽7斉評筑社 20C6年 も呑uq｡

26) 大石Tl一郎 西EF英昭題 r近代El本の行政村｣日本

経済評給仕,1989年.

27) 玉城哲 旗手熟 今村奈良臣用 r水利の社会構造J

El際連合大学 1984年｡

28) 鼻桂子 r近代水iXF林の畢生とその軌跡 ｢森林と都

市の環境史- J東京大学出版会.2004年｡近代以降の

水源林の利用をめぐる東京市と山梨県の対立など 広

範囲に及ぶ地域行政や利用者関の森林利用lこおける対

立を詳細に検肘している｡

29) 拙稿 ｢産業化による軒虎利用の相克- 載前期骨盤

湯本温泉を卒倒に- Jr社会経済史学177巷4号.

2012年｡

30) 戦TW 政利所で補爪されなかった ｢資源｣利用を

行政練絹の判断 (行政裁判所など)で保渡している事

例はいくつか見受けられる (前掲 拙瑞 ｢産業化に上

る資源利用の相克J 参昭)｡｢Fg家J の役割を-錐的に

とらえるのではなく.それぞれの軒ELをめぐる行政棟

柵の蚊紫や司法権を持つ牧判所等の対応を分析する必

要があるだろう｡

31) 枚沢裕作 ｢近世 近代移行期村落史研究の経課唱｣

r歴史肝軌 731号,2011年｡松沢は 移行期の村落史

土地所有史の再考のため 地租改正の実態をあらため

て検肘することが重要だと硯起している｡筆名も松沢

の提起には賛成であり 溌代における ｢所有Jのあり

方を倹肘する際に必要な作業であると考えている｡

32) 以下の記述については 大壕英二 r百姓の土地所

有｣ 渡辺尚志 ｢近世的土地所有の蒋 賓｣渡辺尚志 五

味文彦堀 r新体系E7本史 3土地所有史J山川出版社,

2002年 を参帽｡

33) 村落火同体の資源保硬機能を論 じたものとして

前抱,渡辺 ｢日本近世村落史からみた大濠肘司休漁｣｡
江藤形彦 ｢近世の土地剛度｣岡光夫 丹羽邦男編 r日

本種所史J ミネルヴT書房 1991年 を参LlR｡

34) 漁場も水産資源保全を目的に 沖民や領主溝らに

上って沖薬規制や併行が実施されていた｡芯凍美女

｢一九世紀Lこおける資源保全と生共- 秋田県 ^郎潟

の漁業を事例として- ｣r日本史研免1437弓 1999年｡

近世漁村史の研究史整理として 漁粟鐙済学会 r漁業

経済研究の成果と展執 成山盤番Iと.2005年の10車

｢沖村史｣がか 1られる｡

35) 招尻晃伸 ｢終車 兆同性と公共性の関係をめぐっ

て- ｣前掲 大野攻 TZ3尻 r大塚久雄 r共同体の恭啓

理旨｣を秋み直す山

36) 戒能通草 r小繋qT件J岩波軒店 1964年｡

37) 丹羽邦男 r土地間組の起軌 平凡社,1989年｡

38) 同上称｡

39) 地租改正Zlt兼において 土地利用における-物一

梅主鎖を又徹した抵果.tR行として広 く行われていた

朝地制度など 一物一種圭集に連合的ではない土地利

用制度は否定され 間接的)も同所持によって規制して

いた村落の土地利用は大きく変容を掛 fた (同上軒)｡

40) 漁場については.梅面公有軌がE]豪によって主音

きれたため 所有権は班会されず 漁場は利用格が漁

粟法に上って校定された｡肝しくは 帯環淋志 rEl本

鱒業法史J北斗替L'7 2000年｡同 r漁協役職員のため

の漁菓格別庶人r7｣漁協軽骨センター出版部 2004年｡

41) 前梅 隅谷 r日本石炭産業分析J｡

42) 山内太 ｢日本におけるむらの姿I原と生活｣(前端

El本村諸研究学会 rむらの資源を研究するj)ち.近世

の資源管理横能を評価すると同時に 近代以降の変化

を明らかにすることを主張している｡

43)経済学や法学の立場から 地域住民が大同で利用

する非有資源 (漁軌 林野,温泉など)に砦LrL,自

然資源の利用のあり方を検討する研究も進められてい

る｡代襲的なものとして.姪研学の立場から 手沢弘

文 茂木愛-純絹 r社会的共通資本- コモンズと都市

- J東京大学出版会 1994年 仰首相介 rコモンズと

資源 環境間組｣佐和陰光 植田和弘甜 r環塊の経摂

理5.1岩波書店 2002年｡法学の立牧から.鈴木龍也

笥野qi一郎絹箸 rコモンズ論再考J晃洋番房.XNX年｡

これまでの研究史整理として三供掌屈 rコモンズ研究

のフロンティア- LIJ野iSJIIのJt的世界- )東京大学

出版会.独 年 三保 菅豊 井上共編者 rローカル

コモンズの可能性- 自治と環境の新たな関係- J ミ

ネルヴT着岸 2010年 があげられる.

44) この占 菅丑 rlllは誰のものか- 人と環機の民俗

学- J(書川弘文館 2006年)は.民俗学の立場であ

るが.三征r川のサケ漁の歴史的安達を明らかにしてい

る｡ここでは r国家｣や地方行政による漁柔軟兼との

l拘わりが等じられている｡




